
    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

           

 

                   

コ
ン
セ
プ
ト
は
・
・
・
・
、 

「鉄
道
」
「
歴
史
」「
教
育
」 

  

鉄
道
博
物
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

訪
れ
た
多
く
の
方
々
に
、
⑴
日
本

に
お
け
る
鉄
道
の
役
割
、
⑵
鉄
道

技
術
の
変
遷
、
⑶
社
会
へ
の
影
響

な
ど
を
学
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
館
内
で
は
、

①
実
物
車
両
を
当
時
の
情
景
を
再

現
し
な
が
ら
展
示
す
る
。
②
日
本

最
大
の
鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
の
設
置
、

③
日
本
初
の
「D

5
1

」
運
転
台
を

使
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
体
験
、
④

実
物
や
模
型
を
使
っ
た
体
験
学
習

な
ど
、
鉄
道
を
身
近
に
感
じ
る
コ

ー
ナ
ー
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。 

南
館
入
り
口
付
近
に
は
、
平
泉
・

花
巻
温
泉
・
十
和
田
湖
方
面
な
ど

の
旅
行
に
便
利
な
東
北
新
幹
線
の

「
Ｅ
５
系
」
の
実
物
大
模
型
。
ま

た
、
奥
の
細
道
で
お
な
じ
み
の
立

石
寺
・
大
正
ロ
マ
ン
の
銀
山
温
泉

な
ど
に
行
く
際
に
利
用
す
る
山
形

新
幹
線
の
「
４
０
０
系
」
の
実
物

車
体
が
ド
カ
ン
と
展
示
さ
れ
、
い

き
な
り
度
肝
を
抜
か
さ
れ
る
。

 

新
装
オ
ー
プ
ン
で
新
設 

「ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」 

３
ヶ
所

 

ま
た
、

2018
年
7
月
オ
ー
プ
ン

の
新
館
に
は
新
た
に
、 

（
１
）
仕
事
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
１
F 

鉄
道
を
支
え
る
仕
事
に
挑
戦
し
て
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
な
り
き

る
「
体
験
型
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
。 

（
２
）
歴
史
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
３
F 

歴
史
の
中
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、

時
代
が
求
め
た
鉄
道
の
姿
や
そ
れ

を
支
え
た
人
々
の
熱
意
を
解
き
明

か
す
「
発
見
型
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
。 

（
３
）
未
来
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
２
F 

未
来
の
鉄
道
を
テ
ー
マ
と
し
、
未

来
の
鉄
道
に
入
り
込
み
、
こ
れ
か

ら
の
鉄
道
の
姿
を
み
ん
な
で
考
え

る
「
創
造
型
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が

新
設
さ
れ
た
。 

 

２
階
に
上
が
る
と
、
Ｅ
５
系
や

山
手
線
な
ど
の
運
転
台
を
再
現
し

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
４
台
あ
り
、

車
窓
の
映
像
を
見
な
が
ら
、
本
物

さ
な
が
ら
の
運
転
を
楽
し
め
る
。 

見
て
、
体
験
し
て
、
楽
し

ん
で
有
意
義
な
時
間
に 

 

そ
の
他
、
鉄
道
車
両
年
表
、
模

型
鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
が
あ
っ
て

訪
れ
た
人

を
飽
き
さ

せ
な
い
。 

 

３
階
は 

実
験
型
ミ 

ュ
ジ
ア
ム 

の
ラ
ー
ニ 

ン
グ
ホ
ー 

ル
や
、
新 

幹
線
の
ラ 

ウ
ン
ジ
。 

R
階(

屋 

上)

は
新
幹
線
、
在
来
線
、
ニ
ュ
ー 

シ
ャ
ト
ル
の
各
線
を
一
望
で
き
る 

地
上
25

m
の
展
望
台
と
な
っ
て 

い
る
。 

私
た
ち
は
昼
食
を
摂
り
な
が
ら
、

次
回
「
史
跡
め
ぐ
り
」
の
打
合
せ

を
済
ま
せ
た
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自

由
解
散
と
し
た
。
見
て
・
体
験
し

て
・
楽
し
ん
で
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
し
た
。 

 

＊
入
館
料
金
は
、
大
人
千
三
百
円 

 
 

 
 

 
(

高
齢
者
割
引
な
し) 

＊
開
館
時
間
は
、
10

時
～
18

時 

＊
休
館
日
は
、
毎
週
火
曜
日
と
年 

末
年
始(

12

月
29

日
～
翌
年
1

月
1
日) 
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～ 大人も楽しめる！ 有意義な時間を過ごせる ～ 

９
月
に
入
っ
て
や
っ
と
暑
さ
が
少
し
和
ら
い
で
き
た
。
わ
が
「
史

跡
ク
ラ
ブ
」
の
２
ヵ
月
に
一
度
の
史
跡
め
ぐ
り
は
７
月
５
日(

木)

全

館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
『
大
宮
鉄
道
博
物
館
』
を
訪
れ
た
。
ク
ラ
ブ

の
み
な
さ
ん
と
は
、
現
地
で
集
合
、
参
加
者
は
6
人
。
早
速
、
館
内

に
入
場
し
た
。
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
人
も
含
め
て
多
く
の

鉄
道
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
い
た
。
鉄
道
博
物
館
の
愛
称
は
「
て
っ
ぱ
く

(

鉄 

博)

」
。 

私
た
ち
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
共
に
館
内
を
観
て
回
っ

た
。 リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た 

「鉄
道
博
物
館
」へ(

６日) 

次回「史跡めぐり」は 11 月 3 日(土) 『吉川英治記念館と奥多摩散歩』を予定しています。 

日本最大の鉄道ジオラマ 

 

Ｅ５系と 400系新幹線を展示 

運転台シュミレーター 


